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頓

悟

漸

修

に
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い

て

-
『

斐
休
拾
遺
問
』
を
中
心
と
し
て
-

石

井

修

道

こ
こ
に
主
に
問
題
と
す
る

『袈
休
拾
遺
問
』
に
つ
い
て
は
、
昨
年
発
表
の

拙
論

「洪
州
宗
に
つ
い
て
-
真

福
寺
文
庫
所
蔵
の

『斐
休
拾
遺
問
』
と

『
六
祖
壇
経
』
の
紹
介
に
因
ん
で
-
」

(「印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
二
八

巻
第

一
号

昭
和
五
四
年
一
二
月
)
の
紹
介
に
基
づ
い
て
行
い
、
校
訂
本
文

は
発
表
予
定
の

「禅
学
研
究
」
第
六
〇
号
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

頓
悟
漸
修
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
先
学
に
よ
つ
て

(
1
)

な
さ
れ

て
は
い
る
が
、
こ
の
問
題
で
欠
く
の
こ
と
で
き
な
い
と
こ
ろ
の

従
来

『
禅
門
師
資
承
襲
図
』
(襲
休
と
宗
密
と
の
問
答
の
み
)
で
呼
ば
れ
て

い
た
文
献
の
異
本
が
真
福
寺
本

『斐
休
拾
遺
問
』
で
あ
り
、
そ
の
中
に

は
、
斐

休

(七
九
七
-
八
七
〇
)
と
圭
峰
宗
密

(七
八
〇
-
八
四
一)
と
の

問
答
に
限
ら
ず
、
薫
挽
相
公

・
史
山
人

・
温
造
尚
書
と
の
問
答
が
あ
つ

て
、
し
か
も

『
斐
休
拾
遺
問
』
の
書
名
は
椎
名
宏
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
る

(2
)

よ
う
に
す
で
に
宋
代
の
書
目
に
み
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
全
体
を
ま
と

め
て
圭
峰
宗
密
の
頓
悟
漸
修
説
を
考
え
て
み
よ
う

と
す
る
も

の
で
あ

る
。

頓
悟
漸
修
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず

「頓
悟
」

を
華
厳
教
学
で
禅
宗
の

教
え
と
ど
う
関
連
づ
け
る
か
の
問
題
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

(
3
)

あ
ろ
う
。

禅
宗
の
教
え
を
華
厳
学
の
教
判
の
五
教
判
に
お
い
て
、
頓
教
に
配
し

た
の
は
清
涼
澄
観

(七
三
八
-
八
三
九
)
が
最
初

で
あ
り
、
宗
密
は
こ
の

説
を
承
け
る
も

の
で
あ
る
。
『
大
方
広
仏
華
厳

経
随
疏
演
義
砂
』
巻
八

に
は
、
即
順
禅
宗
者
、
達
磨
以
心
伝
心
、
正
是
斯
教
。
若
不
指

一
言
以
直
説
即
心
是

仏
、
何
由
可
伝
。
故
寄
無
言
以
言
、
直
詮
絶
言
之
理
、
教
亦
明
 
。
故
南
北

宗
禅
、
不
出
頓
教
也

(大
正
蔵
巻
三
六
-
六
二
b
)

と
あ
る
。
禅
宗
で
は
南
頓
北
漸
と
い
う
南
北

の
対
立
が
あ

り
な
が
ら

も
、
頓
教

に
相
当
さ
せ

て
い
る
。
こ
の
点
を

宗
密

は

『
円
覚
経
大
疏

砂
』
巻
三
之
上
に
、

即
順
禅
宗
者
、
達
磨
大
師
、
以
心
伝
心
、
正
用
斯
教
。
若
不
指
二
言
以
直
説

即
心
是
仏
心
要
、何
由
可
伝
。
故
寄
無
言
之
言
、直
論
言
絶
之
理
、教
亦
明
矣
。
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南
宗
禅
門
、
正
是
此
教
之
旨
。
北
宗
錐
漸
調
伏
、
然
亦
不
住
名
言
、
皆
不
出

頓
教
。
故
云
順
禅
宗
也

(続
蔵
経
巻

一
四
-
二
六
三
c
)

と
あ
る
よ
う
に
、
南
宗
禅
と
北
宗
禅
の
違

い
は
あ
つ
て
も
教
判
か
ら
い

え
ば
禅
宗

は
頓
教
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
禅
宗
は
頓
悟
で

あ

つ
て
頓
教
で
は
な
い
の
で
、
五
教
判
で
は
分
類
不
可
能
な
部
分
を
残

し
、
華
厳

の
体
系
の
中
に
修
証
論
を
確
立
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

「頓
悟
」
論
が
修
証
論
と
し
て
修
行
の
分
類
を

発
展
さ
せ
た
。
宗
密
の

『
大
疏
鋤
』
巻
三
之
下
や

『
略
疏
砂
』
巻
四
に

ま
と
め
ら
れ
る
頓
と
漸
の
悟
修
の
分
類
は
、
ま
だ
ま
と
ま

つ
て
は
い
な

い
も
の

の
澄
観

に
す

べ
て
み
ら
れ
、
(
A
)『華
厳
経
行
願
品
疏
』
巻

一

(続
蔵
経
巻
七
-
二
五
二
a
-
)
と
(
B
)『演
義
砂
』
巻
二

一
(大
正
蔵
巻
三
六

-
一
六
四
c
)
を
参
考
に
す
れ
ば
、

若
明
悟
相
、
不
出
二
種
。

二
者
解
悟
、
謂
明
了
性
相
。
二
者
証
語
、
謂
心
造

玄
極
。
若
明
頓
漸
者
、
乃
有
多
門
。

と
あ
り
、
以
下
五
つ
に
分
類
整
理
で
き
る
。

(1)
頓
悟
漸
修
…
…
(A)
此
約
解
悟
。
謂
翻
了
心
性
、
後
漸
修
学
令
其
契
合口
。則

(解
悟
)

悟
如
月
照
、
頓
朗
万
法
、
修
如
払
鏡
、
漸
螢
漸
明
。

(
B
)
如
見
九
層
之
台
、
則
可
頓
見
。
要
須
腸
階
而
後
得
昇
。

今
亦
如
是
頓
了
心
性
、
即
心
即
仏
、
無
法
不
具
。
而
須

積
功
遍
修
万
行
、
此
約
解
悟
。

(2)
漸
修
頓
悟
…
…
(
A
)
謂
初
摂
境
唯
心
、
次
視
心
本
浄
、
後
心
境
双
寂
。
瞥
起

(証
悟
)

不
生
、
前
後
際
断
、
湛
猶
停
海
、
膿
若
虚
空
。
此
約
証

名
悟
。
則
修
如
螢
鏡
、
悟
似
鏡
明
。

(3)
頓
修
漸
悟
…
…
(
B
)
即
如
磨
鏡

一
時
遍
磨
明
浄
有
漸
。
万
行
頓
修
、
悟
則
漸

(証
悟
)

勝
。
此
約
証
悟
。

(4)
漸
修
漸
悟
…
…
(
A
)
亦
是
証
悟
。
則
修
之
与
悟
、
並
如
登
台
、
足
履
漸
高
、

(証
悟
)

所
臨
漸
遠
。

(
B
)
猶
如
斬
竹
節
、
節
不
同
。

(5)
頓
悟
頓
修
。
此
通
三
義
。

(イ)
先
悟
後
修
…
(
A
)
若
先
悟
後
修
、
謂
廓
然
頓
了
、
名
之
為
悟
。
不
看
不
証
、

(解
悟
)

不
収
不
摂
、
膿
然
合
道
、
名
之
為
修
。
此
則
解
悟
。
此

定
為
門
。
亦
猶
不
払
不
螢
而
鏡
自
明
。

(
ロ
)
先
修
後
悟
…
(
A
)
若
云
先
修
後
悟
、
謂
依
前
而
修
、
忽
見
心
性
、
名
之
為

ニ

頓
修
頓
悟

悟
。
此
為
証
悟
。
則
修
如
服
薬
、
悟
如
病
除
。

(証
悟
)
(
B
)如
利
剣
斬
練
、
千
茎
斉
斬
、

一
時
斉
断
。
亦
如
染
千
締
、

一
時
斉
染
、

一
時
成
色
。
故
万
行
斉
修
、

一
時
朗
悟
。

の
修
悟

一
時
…
(
A
)
若
云
修
悟

一
時
、
謂
無
心
忘
照
、
任
運
寂
知
。
則
定
慧

(解
悟

・
証
悟
)

双
運
。
如
明
鏡
無
心
、
頓
照
万
像
、
則
悟
道
解
証
。

そ
の
他
に
禅
宗
を
含
む
頓
悟
頓
修
の
説
や

『
華
厳
経
』
の
本
来
成
仏

(修
悟

一
体
)
、
『
樗
伽
経
』
の
四
頓
四
漸
が
説
か
れ
る
け
れ
ど
も
、
以
上

の
分
類
で
悟
と
修
に
関
す
る
頓
漸
の
説
は
す
べ
て
問
題
に
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
澄
観
は
同
じ

『
演
義
砂
』
の
箇
所

に
、
現
在
み
ら
れ
る
敦

煙
本

『
六
祖
壇
経
』
の
慧
能
の
二
つ
の
偶
の

一
部
を
神
秀
の
偶
と
比
較

し
て
引
用
し
て
い
る
の
で

(大
正
蔵
巻
三
六
-
一
六
四
c
)
、
禅
宗
の
南
宗

禅
と
北
宗
禅
は
敦
燵
本

『
六
祖
壇
経
』
の
よ
う

に
明
確
に
対
立
し
た
も

頓
悟
漸
修
に

つ
い
て

(
石

井
)
 

一
〇
五
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頓
悟
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に
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(
石

井
)
 

一
〇
六

の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
従
来
、

澄
観
は
荷
沢
禅

・

牛
頭
禅

・
北
宗
禅
を
学
ん
で
い
た
事
は
指
摘
さ
れ

て
い
た

が
、
『
行
願

品
疏
』
巻

二
の

「揚
眉
瞠
目
皆
称
為
道
」
(同
、
二
五
二
a
)
の
説
は
、

明
ら
か
に
洪
州
宗

の
禅
に
つ
い
て
も
熟
知
し
て
い
た
こ
と
を
知
ら
し
め

る
も
の
で
あ
る
。
『
行
願
品
疏
』
の
説
の
分
析
は
さ
ら
に
詳
細
な
検
討

が
今
後
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
澄
観
は
南
北
二
宗
の
禅
宗
を
批
判
し
つ
つ
、
同
時
に
そ
れ

(
4
)

ら
の
融
会
を
図

つ
た
こ
と
は
、
頓
悟
漸
修
の
説
の
み
を
重
要
視
し
た
の

で
は
な
い
。
こ
の
点
、
宗
密
は
異

つ
た
立
場
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
そ

こ
で
、
現

存
続
蔵
経
本
に
欠
け
て
、
現
在
知
訥
の

『
法
集
別
行
録
節
要

井
入
私
記
』
に
よ
つ
て
補
わ
れ
て
い
る
頓
悟
漸
修
説
の
部
分
は
、
幸
い

に
真
福
寺
本

『斐
休
拾
遺
問
』
は
存
す
る
の
で
、
長
文
引
用
と
な
る
け

れ
ど
も
紹
介
を
兼
ね
て
次
に
か
か
げ
よ
う
。

今
次
明
頓
悟
漸
修
両
門
者
。
然
真
如
之
理
、
尚
無
仏
無
衆
生
。
況
有
師
資
伝

授
。
今
既
自
仏
已
来
、
祖
代
伝
授
。
即
知
約
人
修
証
趣
入
之
門
也
。
既
就
人

論
、
即
有
迷
悟
凡
聖
。
従
迷
而
悟
即
頓
、
転
凡
成
聖
即
漸
。

頓
悟
者
、
謂
無
始
迷
倒
、
認
此
四
大
為
身
、
忘
想
為
心
、
通
認
為
我
、
若
遇

善
友
、
為
説
如
上
不
変
随
縁
、
性
相
体
用
之
義
、
忽
悟
霊
明
知
見
、
是
自
真

心
、
心
本
恒
寂
、
無
辺
無
相
、
即
是
法
身
、
身
心
不
二
、
是
為
真
我
、
即
与

諸
仏
、
分
毫
不
殊
、
故
云
頓
也
。
如
有
大
官
、
夢
在
牢
獄
、
身
著
枷
錬
、
種

種
憂
苦
、
百
計
求
出
、
遇
人
喚
起
、
忽
然
覚
悟
、
方
見
自
身
、
元
在
自
家
、

安
楽
富
貴
、
与
諸
朝
寮
、
都
無
別
異
也
。
言
大
官
者
、
喩
仏
性
也
。
夢
者
、

迷
也
。
牢
獄
者
、
三
界
也
。
身
者
、
阿
頼
耶
識
也
。
枷
錬
者
、
食
愛
也
。
種

種
憂
苦
者
、
受
報
也
。
百
計
求
出
者
、
問
法
勤
修
也
。
遇
人
喚
起
者
、
善
知

識
也
。
忽
然
覚
悟
者
、
聞
法
心
開
也
。
方
見
自
身
者
、
喩
法
身
真
我
也
。
元

在
自
家
者
、
経
云
畢
寛
空
寂
舎
也
。
安
楽
者
、
寂
滅
為
楽
也
。
富
貴
者
、
体

上
本
有
河
沙
功
徳
妙
用
也
。
与
諸
朝
寮
無
異
者
、
同
諸
仏
之
真
性
也
。
拠
此

法
喩
、
一
二
分
明
、
足
弁
夢
悟
身
心
本
源
錐

一
、
論
其
相
用
、
倒
正
懸
殊
。

不
可
覚
来
還
作
夢
事
、
官
以
喩
心
源
難

一
、
迷
悟
懸
殊
。
夢
時
拝
相
、
〈迷

時
修
得
大
梵
天
等
位
〉
不
及
覚
時
作
尉
。
〈悟
後
初
入
十
信
位
也
〉
夢
時
七

宝
、
〈迷
時
修
無
量
功
徳
也
〉
不
及
覚
時
百
銭
。
〈悟
時
持
五
戒
十
善
也
〉
皆

以
二
妄

一
真
、
故
不
可
類
。
〈諸
教
皆
云
、
施
七
宝
三
千
界
、
不
如
聞

一
句

偶
。
是
此
意
也
〉

今
洪
州
但
言
貧
唄
戒
定

二
種
是
仏
性
作
用
者
、
欠
於
棟
弁
迷
悟
倒
正
之
用

也
。
彼
意
在
真
如
心
性
無
愚
故
、
不
操
択
、
及
就
真
性
、
即
本
無
言
説
、
誰

道
異
同
。
今
既
有
師
資
相
伝
、
即
須
棟
弁
倒
正
。

次
明
漸
修
者
、
錐
頓
悟
法
身
真
心
全
同
諸
仏
、
而
多
劫
妄
執
四
大
為
我
、
習

已
成
性
、
難
卒
頓
除
。
故
須
依
悟
漸
修
、
損
之
又
損
、
乃
至
無
損
、
即
名
成

仏
。
非
此
心
外
有
仏
可
成
也
。
然
錐
漸
修
、
由
先
已
悟
煩
悩
本
空
、
心
性
本

浄
故
、
於
悪
断
而
無
断
、
於
善
修
而
無
修
、
為
真
修
断
 
。

問
、
若
悟
了
復
修
者
、
拠
前
夢
喩
、
堂
不
似
覚
来
更
求
出
獄
脱
枷
乎
。
答
、

前
但
喩
頓
悟
義
、
不
喩
漸
修
義
。
良
由
法
有
無
量
義
、
量
唯
一
義
。
故
浬
架

経
、
錐
唯
談
仏
性
、
而
以
百
喩
、
各
有
既
会
、
不
可
乱
用
。
今
明
漸
修
喩

者
、
如
水
被
風
激
、
成
多
波
浪
、
便
有
漂
溺
之
狭
、
或
陰
寒
之
気
、
結
成
氷

凌
、
即
阻
概
瀞
之
用
、
然
水
之
湿
性
、
錐
動
静
凝
流
、
而
未
嘗
変
易
。
水

者
、
喩
真
心
也
。
風
者
、
無
明
也
。
波
浪
者
、
煩
悩
也
。
漂
溺
者
、
輪
廻
六
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道
也
。
陰
寒
者
、
無
明
貧
愛
之
習
気
也
。
結
成
氷
凌
者
、
堅
執
四
大
双
質
凝

也
。
即
阻
概
漁
、
概
、
喩
雨
大
法
雨
、
滋
潤
群
生
、
生
長
道
芽
。
瀞
、
喩
蕩

除
煩
悩
、
迷
皆
不
能
、
故
云
阻
也
。
然
水
之
湿
性
、
錐
動
静
凝
流
、
而
未
嘗

変
易
者
、
喩
食
唄
時
亦
知
、
慈
済
時
亦
知
、
憂
喜
哀
楽
、
種
種
変
動
、
未
嘗

不
知
、
故
云
不
変
也
。
今
頓
悟
本
心
常
知
、
如
識
不
変
之
湿
性
、
心
既
無

迷
、
即
非
無
明
、
如
風
頓
止
、
悟
後
自
然
、
墓
縁
漸
息
、
如
波
浪
漸
停
、
以

戒
定
慧
、
資
薫
身
心
、
漸
漸
自
在
、
乃
至
神
変
無
擬
、
普
利
群
生
、
名
之
為

仏
、
如
春
陽
氷
津
、
概
瀞
利
万
物
也
。

洪
州
常
云
、
貧
唄
慈
等
皆
是
仏
性
。
有
何
別
者
、
如
人
但
観
湿
性
始
終
無

異
、
不
知
済
舟
覆
舟
、
功
過
懸
殊
。
故
彼
宗
於
頓
悟
門
錐
近
而
未
的
、
於
漸

修
門
有
誤
而
全
乖
。
牛
頭
已
達
空
故
、
於
頓
悟
門
而
半
了
、
以
忘
情
故
、
於

漸
修
門
而
無
脇
。
北
宗
但
是
漸
修
、
全
無
頓
悟
、
無
頓
悟
故
、
修
亦
非
真
。

荷
沢
則
必
先
頓
悟
、
依
悟
而
修
。
故

(円
覚
)
経
云
、
若
諸
菩
薩
、
悟
浄
円

覚
、
〈悟
也
〉
以
浄
覚
心
、
取
静
為
行
、
由
澄
諸
念
、
覚
識
煩
悩
動
等
。
〈修

也
〉
此
頓
悟
漸
修
之
意
、
備
於

二
蔵
大
乗
、
而
起
信

・
円
覚

・
華
厳
是
其
宗

也
。
若
約
各
為

二
類
之
機
、
善
巧
方
便
、
広
開
門
戸
、
各
各
誘
引
、
薫
生
生

之
習
種
、
為
世
世
之
勝
縁
、
則
諸
宗
所
説
、
亦
皆
是
諸
仏
之
教
。
諸
経
論
具

有
其
文
也
。

こ
の

『
斐
休
拾
遺
問
』
の
箇
所
で
宗
密
の
頓
悟
漸
修
説
が
、
明
確
に

理
解
で
き
、
さ
ら
に
頓
悟
と
漸
修

の
別

々
の
喩
説
で
も
詳
述
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、
前
回
の
論
文
に
も
述

べ
た
よ
う

に
、
『
斐
休
拾
遺
問
』
は
、

洪
州
宗
よ
り
さ
ら
に
荷
沢
宗
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
撰
述

さ
れ
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
頓
悟
漸
修
説
に
お
い
て
も
、
荷
沢
宗
の
み
が

完
全
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
澄
観
の
時
代

よ
り
禅
宗
に
発
展
が
あ

り
、
北
宗
の
勢
力
は
す
で
に
南
宗
に
替
わ
り
、
南
宗
の
中
で
も
洪
州
宗

の
大
き
な
勢
力
が
宗
密
に
と
つ
て
問
題
で
あ

つ
た
。
宗
密
は
弘
忍
-
智

読
-
処

寂
-
無

相
-
浄
衆
寺
神
会
-
南

印
-
道

円
の
法
系
を
荷
沢
神
会

-
法
如
-
惟

忠
-
道

円
に
捏
造
し
て
ま
で
荷
沢
宗
を
主
張
し
た
背
景
に

は
、
澄
観
に
は
な
い
宗
密
の
荷
沢
禅
と

『
円
覚
経
』
に
よ
る
教
禅

一
致

思
想
の
構
築
が
必
要
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
荷
沢
神
会
の
頓
悟
漸
修
説
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
説
と
宗
密
の
説
之
の
関
係
は
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
同

じ

『
斐
休
拾
遺
問
』
に
あ
る

「
答
史
山
人
十
間

」
の
中
に
次
の
よ
う
な

問
答
が
み
い
だ
せ
る
。

二
間
、
云
何
是
道
。
何
以
修
之
。
為
復
必
須
修
成
、
為
復
不
仮
功
用
。
答
、

無
擬
是
道
。
覚
妄
是
修
。
道
錐
本
円
、
妄
起
為
累
。
妄
念
都
尽
、
即
是
修
成
。

三
問
、
其
所
修
者
、
為
頓
為
漸
。
漸
則
忘
前
失
後
、
何
以
集
合口而
成
。
頓
則

万
行
多
方
、
壼
得
一
時
円
満
。
答
、
真
理
即
悟
而
頓
円
、
妄
情
息
之
而
漸

尽
。
頓
円
如
初
生
援
子
、
一
日
而
肢
体
已
全
。
漸
修
如
長
養
成
人
、
多
年
而

志
気
方
立
。

こ
の
中
で
頓
悟
漸
修
の
喩
説
こ
そ
荷
沢
神
会

が
頓
悟
漸
修
説
を
説
く

時

に
使
用
す
る
も
の
で
、
『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
に
次

の
よ
う

た

あ
る
。

遠
法
師
問
、
如
此
教
門
、
堂
非
是
仏
法
。
何
故
不
許
。
和
上
答
、
皆
為
頓
漸

頓
悟
漸
修

に

つ
い
て

(
石

井
)
 

二
〇
七
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頓
悟
漸
修

に

つ
い
て

(
石

井
)
 

二
〇
八

不
同
、
所
以
不
許
。
我
六
代
大
師
一
一
皆
言
、
単
刀
直
入
、
直
了
見
性
、
不

言
階
漸
。
夫
学
道
者
須
頓
見
仏
性
、
漸
修
因
縁
、
不
離
是
生
、
而
得
解
脱
。

響
如
母
頓
生
子
、
与
乳
、
漸
漸
養
育
、
其
子
智
慧
自
然
増
長
。
頓
悟
見
仏
性

者
、
亦
復
如
是
、
智
慧
自
然
漸
漸
増
長
。
所
以
不
許
。
(胡
適
博
士

『神
会

和
尚
遺
集
』
二
八
七
頁
。
三
九
六
八
年
)

宗
密
は
し
ば
し
ば
こ
の
人
間

の
誕
生
と
成
長
の
喩
説
を
も
つ
て
頓
悟

漸
修
説
を
展
開
し
た
。
荷
沢
神
会

の
説

が
、
先

の
引
用
で
は

『
円
覚

経
』
(大
正
蔵
巻
一
七
-
九
一
七
c
)
の
頓
悟
漸
修
説
と

一
致
す
る
こ
と
を

主
張
す
る

が
、
次
の

『
華
厳
経
』
巻

八

(大
正
蔵
巻
九
-
四
四
九
c
)
の

説
で
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。

有
云
、
先
須
頓
悟
、
方
可
漸
修
者
、
此
約
解
悟
也
。
〈約
断
障
説
、
如
日
頓

出
、
霜
露
漸
消
。
約
成
徳
説
、
如
援
子
生
、
即
頓
具
四
肢
六
根
、
長
即
漸
成

志
気
功
用
也
〉
故
華
厳
説
、
初
発
心
時
即
成
正
覚
、
然
後
三
賢
十
聖
、
次
第

修
証
。
若
未
悟
而
修
、
非
真
修
也
。
〈良
以
非
真
流
之
行
、
無
以
称
真
、
何

有
修
真
之
行
不
従
真
起
。
故
彼
経
説
、
若
未
聞
此
法
、
多
劫
修
六
度
万
行
、

寛
不
証
真
也
〉
。(鎌
田
茂
雄
博
士
訳
注

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』

一
九

一
頁
。

筑
摩
書
房

昭
和
四
六
年
)

ま
た
、
『
起
信
論
』
の
本
覚
.
不
覚

・
始
覚

と
頓
悟
漸
修
の
関
係
が
『斐

休
拾
遺
問
』
の

「
答
温
尚
書
所
問
」
の
中
に
み
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。
整

理
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

又
答
山
南
温
尚
書
所
問
。
先
奉
問
、
悟
理
息
妄
之
人
、
不
結
業
、
一
期
寿
終

之
後
、
霊
性
何
依
者
。

対
。
(釈
日
、
馬
鳴
菩
薩
、
撮
略
百
本
大
乗
経
宗
旨
、
以
造
大
乗
起
信
論
。

論
中
立
宗
、
説

一
切
衆
生
心
、
有
覚
義

・
不
覚
義
、
覚
中
復
有
本
覚
義
・
始

覚
義
)

(本
覚
)

一
切
衆
生
、
無
不
具
有
覚
性
、
霊
明
空
寂
、
与
仏
無
殊
。
(不
覚
)

但
以
無
始
劫
来
、
未
曾
了
悟
、
妄
執
身
為
我
相
、
故
生
愛
悪
等
情
。
随
情
造

業
、
随
業
受
報
、
生
老
病
死
、
長
劫
輪
廻
。
然
身
中
覚
性
、
未
曾
生
死
。
如

夢
被
駆
役
、
而
身
本
安
閑
。
如
水
作
水
波
而
湿
性
不
易
。
(始
覚
-
頓
悟
)

若
能
悟
此
性
、
即
是
本
身
、
本
自
無
生
、
何
有
依
託
。
霊
霊
不
昧
、
声
聞
常

知
、
無
所
従
来
、
亦
無
所
去
。
(始
覚
-
漸
修
-
イ
受
生
自
在
)
然
多
生
妄

執
、
習
已
性
成
、
喜
怒
哀
楽
、
微
細
流
注
。
真
理
錐
已
頓
達
、
此
情
難
卒

除
。
須
長
時
覚
察
、
損
之
又
損
、
如
風
頓
止
、
波
浪
漸
停
。
豊
可

一
生
所
修

便
同
諸
仏
力
用
。
〔(正
是
悟
理
之
人
、
朝
暮
行
心
修
習
止
観
之
要
節
也
)
但

可
以
空
寂
為
自
体
、
勿
認
色
身
。
以
霊
知
為
自
心
、勿
認
妄
念
。
妄
念
若
起
、

都
不
随
之
、
即
臨
命
終
時
、
自
然
業
不
能
繋
〕
。錐
有
中
陰
、
所
向
自
由
、
天

上
人
間
、
随
意
寄
託
。
(
口
)変
易
自
在
)
若
愛
悪
之
念
已
涙
、
即
不
受
分
段

之
身
、
自
能
易
短
為
長
、
易
鹿
為
妙
。
(
ハ
)究
寛
自
在
)
若
微
細
流
注
、
一

切
寂
滅
、
唯
円
覚
大
智
、
朗
然
独
在
、
即
随
機
応
現
千
百
億
身
、
度
有
縁
衆

生
、
名
之
為
仏
。

頓
悟
漸
修
が
始
覚
と
関
係
し
て
説
明
さ
れ
、
理
論
面
を
明
確
に
し
な

が
ら
実
践
面
と
も
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
宗
密
が
教
を
否
定
す
る

禅
者
と
禅
を
否
定
す
る
教
者
を
共
に
批
判
し
て
主
張
す
る
教
禅

一
致
が

み
ご
と
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
始
覚
と
頓
悟
漸
修
の

理
論
は
、
後
に
臨
済
禅
の
主
流
と
な
る
看
話
禅

の
理
論
面
と

一
致
し
て

く
る
重
要
な
問
題
と
い
え
る
。
ま
た
田
中
良
昭
氏
の

「
敦
煙
本

『
禅
源
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諸
詮
集
都
序
』
残
巻
考
」
(
六
七
頁
。
「駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
」
第

三
七
号

昭
和
五
四
年
)
の
論
文
に
よ
る
と
、
迷
悟

の
図
式
も
明
蔵
本

で

知
ら
れ
る
図
と
は
異
り
、
宗
密
は

『
都
序
』
で
も
覚
を
頓
悟
漸
修
で
説

明
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

結
局
、

宗
密
は

『
華
厳
経
行
願
品
疏
砂
』
巻

一
に
、
「
万
行

亡
照
而

斉
修
、
漸
頓
無
擬
而
双
入
」
を
解
釈
し
、

今
既
円
宗
直
談
真
界
、
則
非
漸
非
頓
。
随
縁
修
証
則
具
漸
具
頓
。
如
経
云
、

初
発
心
時
即
得
阿
褥
菩
提
。
然
始
従
十
住
十
行
乃
至
等
覚
妙
覚
。
不
壊
行

位
、
故
具
漸
頓
也
。
禅
門
悟
即
刹
那
而
登
妙
覚
、

一悟
之
後
、
念
念
相
応
、

習
気
唯
微
、
本
智
唯
螢
、
具
漸
頓
也
。
故
荷
沢
大
師
、
開
示
頓
悟
漸
修
為
円

妙
也
。
後
鋪
疏
意
者
、
然
随
縁
説
、
有
凡
聖
迷
悟
、
故
言
漸
頓
。
縁
起
無
性

挙
体
但
是
真
源
。
故
云
漸
頓
無
磯
、
即
由
無
擬
而
漸
頓
冥
契
妙
極
、
故
云
双

入
。
問
、
拠
上
所
説
、
即
先
頓
後
漸
、
一
念
頓
悟
而
長
時
漸
修
。
如
何
得
成
双
入
。

答
、

一
念
悟
時
、
即
離
染
著
、
便
是
修
行
。
二
悟
永
悟
、
尽
未
来
際
、
而
無

間
断
。
修
亦
念
念
相
応
、
而
無
休
息
、
故
始
終
相
収
、
皆
名
双
入
。

又
問
、
此
句
是
証
、
何
故
兼
修
説
耶
。

答
、
上
句
是
証
之
修
、
故
云
亡
照
。
此
句
是
修
之
証
、
故
云
漸
頓
。
又
無
擬

無
相
、
修
証
皆
妙
、
故
云
双
入
也
。
所
以
四
十
二
位
、
位
位
成
仏
也

(続
蔵

経
巻
七
-
四
〇
七
c
)

と
あ
る
と

こ
ろ
に
も
ま
と
め
て
み
ら
れ
る
よ
う
に

「頓
悟
」
は
理
と
し

て
あ
り
、

悟
理

の
人
と
し
て
の
修
行
が
述
べ
ら

れ
て
い
る

こ
と
に
な

る
。
澄
観

が
頓
悟
漸
修
を
解
悟
に
配
し
た
の
を
出
る
も
の
で
な
く
、
解

悟
と
は
あ
く
ま
で

「
性
と
相
と
を
明
了
に
す
る
」
立
場
で
あ
つ
た
。
後

の
禅
宗
の
流
れ
か
ら
は
、
理
も
事
も
突
き
破
れ
な
い
限
界
が
み
え
る
。

(
5
)

し

か

し
宗

密

の
説

は
、

『
首

樗

厳

経

』
巻

二
〇

の
頓

悟

漸

修

説

の

理
則
頓
悟
、

乗
悟
併
鋪
、

事
非
頓
除
、

因

次

第

尽
。

(大

正
蔵
巻

二
九
-
一

五
五

a
)

と
共

に
、

永

く

中

国

仏

教

の
教

学

に
影
響

を
与

え

つ
づ

け

た

点

は
見

逃

す

こ
と

の

で
き

な

い
宗

密

の
意

義

で
あ

ろ

う
。

1
 
荒
木
見
悟
博

士

『
仏
教

と
儒
教
』
(
平
楽
寺
書
店

昭
和

三
八
年
)
、
鎌

田
茂
雄
(博

士

『
宗
密
教
学

の
思
想
史

的
研
究
』
(
東
京
大
学
東

洋

文

化

研

究
所

昭
和
五
〇
年
)
な

ど
が
あ
る
。

2
 
椎
名
宏
雄
氏

「
宋
元
代

の
書
目

に
お
け
る
禅
籍
資
料
(
一
)
(二
)」
(
「
曹
洞

宗

研
究
員
研
究

生
研

究
紀
要
」

第

七

・
八

号

昭

和

五
〇

・
五

一
年
)

の

「
崇
文
総

目
輯
釈
」

「
通
志
芸
文
略
」
「
宋
史
芸
文
志
」

に
名
が
み
え
る
。

3
 
吉
津

宜
英

氏

「
澄
観

の
禅
宗
観
に

つ
い
て
」
(
「
宗
学

研
究
」
第

二
二
号

昭
和
五
五
年
)

の
論
文

に
有
益
な
示
唆

を
え
た
。

4
 
澄
観
は

『
華
厳
経
疏
』
撰
述

の
意
図
を

『
演
義
紗
』
巻

二
に

「
用

以
心

伝

心
之
旨
、

開
示
諸

仏
所

証
之
門
。

会
南
北
二
宗
之
禅
門
、

撮
台

衡
三
観

之
玄
趣
、

使
教
合

亡
言
之
旨
。

心
同
諸
仏
之
心
。

無
違
教

理
之
規
、

暗
踏

忘

心
之

域
」

(大

正
蔵
巻
三
六
-
一

七

a
)

と
い
う
。

5
 
永

明
延

寿
は

『
宗
鏡
録
』
巻
三
六
に
、
「
首
樗
厳
経

云
、
理

錐

頓

悟
、

承
悟
併
消
、

事
在
漸
修
、

依

次
第
尽
」
(
大
正
蔵
巻

四

八
-
六

二

六

c
)

と

「
頓
悟
漸
修
」

の
成
語
と
し
て
引
用

し
て
い
る
。(駒

沢
大
学
助
教
授
)

頓

悟
漸
修

に

つ
い
て

(
石

井
)
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九
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